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エロイーザの愛の純粋｣性

石川郁

１．はじめに

イギリスの18世紀に活躍したアレグザンダー・ポープの作品である『エロイー

ザからアベラードヘ』（1717年）には、アベラードに寄せるエロイーザの一途な

愛が歌われている。

この作品は、２人の恋愛が幸せな結婚という形態では終わっていない。アベ

ラードとエロイーザは２人とも結婚できない境遇に身を置いており、１８世紀の読

者にはそのことは周知の事実なのである。

エロイーザはアベラードを愛しているが、彼と結婚して妻になることを夢見て

いるわけではない。エロイーザの愛は、愛するアベラードと一緒にいたい、常に

心を通わせていたいという愛であり、世俗的な願望や肉体的な欲望を削ぎ落とし、

純粋な愛に昇華していく愛なのである。

エロイーザは、名声や富が付いてまわる結婚という形態での妻になるよりも、

むしろアベラードの愛人になりたいとさえ希望している。その愛は、結婚だけが

目的ではない愛だからこそ、それだけ愛に対して純粋であるとも言えるのである。

この小論は、アベラードに対するエロイーザの愛の純粋性を、ポープはどのよ

うに描写し、印象づけようとしているのかを論じたものである。

2．作品について

ポープの「エロイーザからアベラードヘ」という書簡詩以前に、フランスで広

く読まれていた『アベラールとエロイーズ』という愛の書簡集がもともと存在す

る。この愛する２人は12世紀に実在していたのである。
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アベラールは、フランスの有名な神学者であり哲学者でもあったピエール・ア

ベラールである。彼はフランス北西部にあるブルターニュ半島のル・パレの騎士

の城で1079年に生まれた。エロイーズは1101年生まれで、人も羨むほどの才媛で

あった。エロイーズはノートルダム大聖堂付高位聖職者であったフュルベールの

姪であり、アベラールとは師弟関係にあった。'）

フュルベールは姪のエロイーズのために、新進気鋭の学者として当時有名に

なってきていたアベラールに、住み込みの家庭教師として来てくれるように頼ん

だのである。アベラールは40歳に手が届く頃で、当時１８歳だった教え子のエロ

イーズと恋に落ちる。２人は相思相愛の仲になり子供ができるが、このことが叔

父フュルベールの知るところとなり、不幸な事件が起こる。その結果、２人は世

を捨ててそれぞれ別の修道院に入ることになるのである。

『アベラールとエロイーズ』は、最初、ラテン語で書かれていた。この愛の書

簡集は、その後、フランス語に翻訳された。

この往復書簡は第１２書簡まである。第１書簡はアベラールから友人宛に書かれ

たものである。その第１書簡がエロイーズの手に入り、エロイーズがアベラール

に手紙を書く。これが第２書簡で、第３書簡はアベラールからエロイーズ宛に書

かれた書簡である。2）

第１書簡によると、アベラールとエロイーズは叔父の目を盗んで愛し合うよう

になる。結婚式を挙げる前にすでに子供ができていた。このことがエロイーズの

叔父を激怒させることになるのである。

アベラールはエロイーズを叔父の家から連れ出し、故郷にいる妹のところに滞

在させる。エロイーズはアベラールの妹の家で男の子を出産するのである。

２人はその後パリに戻り、身近のごく少数の人たちの前で結婚式を挙げる。結

婚のことはアベラールのほうから言い出している。しかし、アベラールがエロ

イーズを妻にしたいと言った時、エロイーズは結婚することに反対している。反

対の理由は２つある。１つは、叔父達のことを考えるとこの結婚が危険であるこ

と、２つ目は結婚をしたと世間に知れるとアベラールの不名誉になると思っての

ことであった。この時点でもエロイーズは、愛するアベラールのことをまず第一

に考えているのである。

結婚式を挙げた後、エロイーズの叔父はこの結婚のことを秘密にするという約
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束を破り、公にし出すのだ。アベラールはエロイーズを叔父から守るために、女

子修道院に預かってもらうことにする。しかしそのアベラールの思いがそのまま

彼女の叔父や親族には伝わらない。彼女の叔父や親族は「彼女を厄介払いするた

めに」アベラールがエロイーズを修道女にしたと勘違いし、ひどく怒ってしまう

のである。彼らは人を雇い、アベラールを襲わせる。その暴漢は２人の「苦しみ

を引き起こした源である」アベラールの身体の或る部分を切断してしまう、つま

り、アベラールはエロイーズの叔父フュルベールの復讐を受けて、暴漢に襲われ

去勢させられてしまうのである。

この陰`惨な事件の結果、エロイーズは正式に女子修道院に入ることになる。ア

ベラールの言葉に従い、修道女の道を歩むのである。エロイーズはアベラールと

の愛を諦め、自分から求めて修道生活に入ったわけではないのだ。

１８世紀の読者たちはこの愛の書簡集の内容はすでに知っていた。悲恋に終わる

２人の運命を題材にしたポープの詩には、細かい説明は不要であった。

ポープが書いた『エロイーザからアベラードヘ』の書簡詩は、２人の書簡集と

いう形式ではなく、エロイーザがアベラードに宛てて書いた１通の書簡詩という

形式になっている。作品のテーマは「神の恩寵」と「人間の本性」との葛藤で

あり、節操と愛の激情との葛藤としてポープはこの物語を詩に歌っているのであ

る。３）

ポープはラテン語やフランス語訳ではなく、ジョン・ヒューズの英語訳に基づ

いてこの作品を書いたと言われている。4）エロイーザの「愛に苦悩する心」と

「敬神の心」を入り混ぜながら、詩として語彙や韻律等にも細心の注意を払い、

評価の高い作品に結晶させているのである。

3．「世俗的な願望」と「肉体的な欲望」との決別

ポープの「エロイーザからアベラードヘ」の作品は、エロイーザが修道生活に

入ってから、かなり経った後に、アベラードが友人に宛てて書いた手紙が、ふと

したことでエロイーザの手元に届く、という設定で始まっている。

エロイーザがアベラードに会った時、エロイーザは叔父の家で大切に育てられ

ているまだおぼこ娘であった。アベラードは住み込みの家庭教師である。叔父の
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フュルベールはアベラードに姪の教育を一切任せ、信じ切っていた。エロイーザ

も、叔父と同じように、何の疑いもなくアベラードの言うことをすべて信じてい

たに違いない。そんな２人に恋が芽生えたのである。

Fromlipslikethosewhatpreceptfail'dtomove？ 

Toosoontheytaughtme，twasnosintolove． 

(67-68）５） 

その唇から語られない教えがあったのか？

あまりにもすぐに、愛することは罪ではないと私に教えてくれました。

神学や哲学のことを理路整然と説明するアベラードの言葉に、若い娘は心を奪わ

れていく。エロイーザは学問が出来る乙女であった。水が乾いた砂にしみ込むよ

うに、アベラードの言葉はエロイーザの心に深く刻み込まれたことであろう。

Ohhappystate1whensoulseachotherdrawJ 

Whenloveisliberty,ａｎｄnature,law： 

AllthenisfUll,possessing,andpossest， 

NocravingVoidleftakinginthebreast： 

Ev，nthoughtmeetsthoughterefromthelipsitpart， 

Andeachwarmwishspringsmutualfromtheheart・

Tmissureisbliss(ifblissonearththereｂｅ） 

AndoncethelotofAbeZamdandme． 

(91-98） 

ああ、幸せな状態よ１魂がお互いに引かれ合う時は、

愛が自由であり、自然が法則である時は、

その時すべては満たされ、所有し所有されている、

胸にうずく、熱望する空虚感はない、

口から発せられる前に、思想でさえ思想に出会う、

－２７６－ 
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熱望はお互いの心の中から生じるのです。

これは確かに天上の喜び（天上の喜びがこの世に存在するならば)、

かつてそれがアベラードと私の運命であった。

２人の仲は幸せに満ちており、至福の時を過ごしている。

その後に訪れた悲劇は、２人を引き裂き、別々の道を歩ませることになる。し

かし、エロイーザの心はいつもアベラードに従順である。エロイーザが女子修道

院で誓いをした時、まだ情熱に燃えている青春時代であった。その世俗の生活に

別れを告げなければならないエロイーザにとっては、とても苦しく悲しい時で

あった。それは、アベラードとの愛のためであり、愛する人のためであると思い、

彼の言葉に黙って従うのである。

女子修道院で修道女の誓いをする厳粛な時でさえ、エロイーザの心にはアベ

ラードが存在している。

Aswithcoldlipslkiss，dthesacredveil， 

Theshrinesalltrembled,andthelampsgrewpale： 

Heav'nscarcebeliev，dtheconquestitsurvey'd， 

AndSaintswithwonderheardthevowsImade 

Yetthen,tothosedreadaltarsasldrew， 

NotontheCrossmyeyeswerefix，｡,butyou； 

Notgrace,orzeaLloveonlywasmycall, 

AndifIlosethylove,ＩｌｏｓｅｍｙａｌＬ 

(111-18） 

冷ややかな唇で神聖なベールに口づけした時、

聖堂は震え、ランプは薄暗くなった、

神は眼前の征服をほとんど信じていなかった、

聖人たちは我が誓いを驚異の念で聞いていた。

その時でもまだ、恐れ多い祭壇に近付きながら、

十字架ではなくあなたの上に、我が目はじっと注がれていた、

－２７７－ 
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恩寵でも熱意でもなく、愛だけが我が望み、

なんじの愛を失うのなら、私はすべてを失うのです。

この儀式は、エロイーザが修道女になりたいと自ら望んだ誓いの儀式ではなく、

愛する人の言い付けを守ってエロイーザが臨んだ誓いの儀式である。それゆえ、

その厳粛な時でさえエロイーザの心の奥にアベラードがいるのは当然のことである。

このエロイーザの心を神や聖人たちが知らないはずはない。エロイーザの心の

中に世俗の愛があるために、神はエロイーザの誓いをほとんど信じておらず、聖

人たちは驚異の念でそれを聞いている。

女子修道院がエロイーザにどんな影響を与えたのであろうか。

「世俗的な願望」との決別

アベラードから友人に宛てた手紙がエロイーザの手元に届き、その手紙を読む

時のスタンザの中に次ぎの描写がある。

Theresternreligionquench，dth，unwillingHame， 

TheredyUthebestofpassions,LoveandFame. 

(39-40） 

そこでは厳格な修道生活が反抗の炎を減し、

最も熱望するもの、愛と名声がそこで消えたのです。

エロイーザは、女子修道院生活が反抗心を消したと思っている。そして、愛と名

声が消滅したと思っているのだ。だが、果たしてこの二行連句に歌ってあるよう

に、エロイーザはすべてを捨て去ってしまうのであろうか。

エロイーザが修道生活で捨て去ってしまったものは、どうもエロイーザの反抗

心と名声であったようだ。

エロイーザは名声や富という世俗的なものに関心を示していない。そのような

ものは愛そのものではなく、どちらかというと結婚と密接な関係があるものと考

えている。

－２７８－ 
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Letwealth,lethonour,waittheweddeddame， 

Augustherdeed,ａｎｄｓａｃｒｅｄｂｅｈｅｒｆａｍｅ； 

BefOretruepassionallthoseviewsremove， 

Fame,wealth,andhonour1whatareyoutoLove？ 

(77-80） 

富と名誉を結婚した淑女にはべらせ、

彼女の行為を威厳あるものに、彼女の名声を聖なるものにせよ、

真の激情の前では、それらすべては消えてしまう、

名声、富、そして名誉！あなたたちは愛神にとって何だというのか？

「名声、富、そして名誉」という社会的、経済的な要素にエロイーザは何の価

値をも置いていない。結婚して妻になるということは、そのような世俗的なもの

が付随するということである。夫婦として社会的に認められ、社会生活を営むよ

うになると、愛だけでは解決のいかない問題が出てくるのは確かである。ここに

もエロイーザの「妻より愛人」を望む理由の一つがあるようだ。

結婚というものは社会的に認められ、そして法律的にも許され、保護される制

度である。そして、家庭とは社会組織を存続させるための集団としての最小単位

と見なされている。だから夫婦には、組織の中の一員として、さまざまな役割が

負わされることになるのだ。そこには２人の純粋な愛というものだけでは生活で

きないという、悲しい現実が横たわっているのである。

エロイーザはそのような制度的、打算的なものを２人の愛に持ち込むことを嫌

悪している。

Ｈｏｗｏｆｔ,,whenpress，dtomarriage,havelsaid， 

CurseonalllawsbutthoseWhichlovｅｈａｓｍａｄｅ１ 

(73-74） 

結婚を懇望された時、何度私は言ったことか、

－２７９－ 
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愛が作ったもの以外のすべての碇に呪いを！と。

嫌悪よりもつと強い感'情を示し、侮蔑しているのである。

２人の関係は相思相愛の仲であり、愛があれば他のものは何も必要ではなかっ

た。お互いの魂は引かれ合い、お互いが考えていることは言葉に表さなくとも理

解し合える状態であった。空虚感などは心のどこにもなく、心は常に満たされて

いる。自由に愛し合えることは「天上の喜び」とまでエロイーザは言っているの

である。

エロイーザは妻という身分になるよりも、愛人と呼ばれたい、と望んでいる。

それは、２人の愛の行方がすでに決まっているということにもよる。２人の愛

の一番大きな障害は、エロイーザが修道女の誓いをしているということである。

つまり、キリストの花嫁になっているエロイーザにとって、人の妻になることは

できないのだ。神に身を捧げたエロイーザにとって、アベラードとの結婚は叶う

ことのない望みである。そのことは自覚しているのだが、エロイーザはアベラー

ドとの愛だけに生きることを望んでいるのである。

Shouldatmyfeettheworldlsgreatmasterfall， 

HimseH,histhrone,hisworld,rdscornemall: 

Ｎｏｔｃ＆ｮrsempresswou，dldeigntoprove； 
， 

ＮＣ,makememistresstothemanllove； 

Iftherebeyetanothernamemorefree， 

MorefOndthanmistress,makemethattothee1 

(85-90） 

たとえ世界の偉大な支配者が我が足下にひれ伏そうとも、

彼自身、彼の王座、彼の世界すべてを私は蔑む、

シーザーの后に、誇りを捨ててまでなろうとは思わない、

そうだとも、我が愛する人の愛人にせよ、

それよりもつと自由な名があれば、

愛人よりもっと情け深い名があれば、私をなんじのそれにせよ

－２８０－ 
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ここで「愛人」という言葉の英語には“mistress”という単語が使われている

が、この愛人という名前にエロイーザは固執しているわけではない。自分の愛情

を貫き通すことができる立場、自分の願望を一番うまく表現する呼び名が他にあ

るのならば、それのほうがよいと望んでいる。表面的なものよりも自分の心に忠

実な、実体に合う言葉を熱望しているのである。

エロイーザのいう「愛人」とは、愛｣情を育み、男性に心から従う女性という意

味合いがあるようだ。いくら愛する人を慕っても、女子修道院を出て一緒に生活

することはできないということは分かっている。死ぬまで修道院にいなければな

らない、という境遇をエロイーザは受け入れているのである。その上での愛であ

る。「永遠にこの地に留まらねばならないのです／愛人がどんなに心から従順で

ありうるかという悲しい証明！」（１７１－１２行）と歌っているエロイーザは、

“miStreSS，，というものに誇りを持っているようにも思えるのである。6）

女子修道院に一生留まるというエロイーザの決意は、愛するアベラードのため

を考えてのことである。エロイーザが還俗して、アベラードと一緒に生活し、自

分の愛を貫こうとすれば、それがアベラードの名声を失墜させることになるのは

目に見えて明らかである。エロイーザがアベラードに近付けば近付くほど、アベ

ラードにとってはまずいことになる。エロイーザの愛は利己的な愛ではない。自

分の愛を貫くために、愛する人を巻き込んで破滅へと向かう愛ではない。愛する

アベラードのためを考え、アベラードの不利になるようなことは一切しない愛な

のである。

結局、愛以外の世俗的な欲望は、エロイーザの心から消えていく。

「肉体的な欲望」との決別

エロイーザの愛は、時には肉欲的な想像まで心の中に生じさせるものである。

女子修道院にいるエロイーザにとって、世俗の男性に心を奪われるということは

罪深いことである。エロイーザは美しい肉体を持っているアベラードを愛してい

るのであり、同じように肉体を持っているエロイーザがそこには存在しているの

である。

Come1withthylooks,thywords,relievemywoe； 

－２８１－ 
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ThosestiUatleastarelefttheetobestow・

Stillonthatbreastenamour，dletmelie， 

Stilldrinkdeliciouspoisonfromthyeye， 

Pantonthylip,andtothyheartbeprest； 

Giveallthoucanst-andletmedreamtherest． 

(１１９－２４） 

さあ！なんじのまなざし、なんじの言葉で、私の悲哀を和らげて下さい、

それらはまだ、私に与えるためになんじに残されているのです。

常にあの胸に魅了され、抱かれ、

常になんじの目から甘美な毒薬を飲ませて下さい、

なんじの唇の上であえがせ、胸にひしと抱きしめて下さい、

なんじが与えられるものはすべて与え、その他は夢に見させて下さい。

このエロティックな欲望を感じさせる言葉は、エロイーザが修道女の誓いを神

にする時、心の中でアベラードに訴えかける愛欲である。神に冷たい心で誓うエ

ロイーザの表面的な言葉とは対照的に、心の中ではアベラードヘの熱き愛慕の情

がまだ脈々と流れている。

祭壇に近付き誓いをする時、神を欺くエロイーザに聖堂は震え、室内のランプ

も輝きを失うのだ。エロイーザの目は十字架の上にではなくアベラードの上に

じっと注がれ、アベラードの愛を失うことは自分のすべてを失うことと同じであ

るとまで思い詰めるのである。

エロイーザの愛欲はより一層激しくなる。１日のお勤めを悲嘆の中に終えると、

エロイーザの良心はもはや働かなくなり、本性が頭をもたげ出す。アベラードを

求めるエロイーザの魂は自由になり、一目散にアベラードのもとへと急ぎ、楽し

い愛の夢想に耽るのである。

Ocurst,dearhorrorsofall-consciousnight1 

Howglowingguiltexaltsthekeendelight1 

ProvokingDmonsallrestraintremove， 

－２８２－ 
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Andstirwithinmeevrysourceoflove 

lhearthee,viewthee,ｇａｚｅｏ，erallthycharms， 

Androundthyphantomgluemyclaspiｎｇａｌｍｓ． 

(229-34） 

ああ、すべて意識ある夜の呪わしくも愛しい恐怖１

真っ赤に燃える罪が強烈な歓喜をなんと刺激することでしょうか

しゃくにさわる悪魔が抑制をすべて取り除き、

私の中のあらゆる愛の源を刺激するのです。

なんじの声を聞き、姿を見、魅力のすべてをじっと見つめ、

私はなんじの幻を抱擁せし腕を放そうとはしないのです。

悪魔がエロイーザの心の抑制を取り除くというようになってはいるが、実際には

エロイーザ自身がそのことを望んでいるということなのであろう。

「ヴィーナスの松明は死者のために燃えているのではない」（258行）と言う

エロイーザには、もう恐れるものは何もないように感じられ、自分の愛だけがす

べてであり、アベラードとの愛がエロイーザの生き甲斐となっているのだ。

エロイーザはどこにいてもアベラードのことを思うようになる。逃げても追い

かけてくるアベラードの幻、林の中を散策していても目の前に現れる彼の姿、や

がて、勤行中にもアベラードの幻は現れるようになる。朝のお祈りをしていても

アベラードのことを慕い、ため息をつき、賛美歌の中にアベラードの声を聞くの

である。エロイーザの心の中では、彼女と神との間にアベラードが立ちふさがり、

大きな位置を占めるようになっていく。

Takebackthatgrace,thosesorrows,andthosetears， 

TakebackmyfiFuiUesspenitenceandprayrs， 

Snatchme,justmountinghomtheblestabode， 

AssisttheFiendsandtearmefi･oｍｍｙＧｏｄ１ 

(285-88） 

－２８３－ 
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あの恩寵、あの悲しみのもと、あの涙を取り消し、

我が無益な徽悔と祈りを取り消して下さい、

登ってきて、私を聖なる住居から奪い、

悪魔たちに手を貸して、神から私を無理やり引き離して下さい！

悪魔の力を利用してまでアベラードとの愛を成就したいと思う、切ないまでのエ

ロイーザの心が伝わってくる。エロイーザの魂は、愛に燃える「炎の海の中で」

（275行）溺れてしまっているのである。

しかし、そんな肉体の欲望は次第に消えていくのである。

エロイーザがアベラードのことを思い、自分の愛の激情に身を任せている時、

必ずそのすぐ後に、エロイーザの心に反省が起こり、神のことを考えるようにな

る。そして愛の炎に身を焦がし、エロティックな想像にまでエロイーザの感'情が

高まっていった後には、それ以上の大きな自省の念が生まれるのである。

Ahno1instructmeotherjoystoprize， 

Withotherbeautiescharmmypartialeyes， 

Fullinmyviewsetallthebrightabode， 

ＡｎｄmakemysoulquitAbelaI1dfOrGod 

(125-28） 

ああ、そうではない！他の喜びを尊ぶように私に命じ、

他の美点でえこひいきな目を歓喜させ、

私の視界一杯に輝く家を置いて下さい、

そして我が魂に、神のために、アベラードを諦めさせて下さい。

修道女の誓いをする時、エロイーザの心には、神よりもアベラードヘの愛が満

ちあふれている。しかし、アベラードの胸に抱かれたいと思った後、すぐにエロ

イーザはその不浄な想念を否定し、神に助けを求める。アベラードとの愛に喜び

を見出していることをエロイーザは反省し、神を尊び、すべてを神に任せきる喜

び、信仰の喜びを求めるエロイーザヘと変わるのである。

－２８４－ 
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アベラードを慕う気持と自省の念は交互に現れ、エロイーザの心の動揺を読者

に伝えている。そして感J情の高ぶりが強くなるにつれて、理`性が頭をもたげ、反

省の度合いも強くなってくる。エロイーザは愛の苦悩に耐えられず、「悪魔たち

に手を貸して」でも、自分を神のもとから救ってくれるようにアベラードに頼ん

でいる。しかし、すぐにまた自省の念が起こり、自分の不遜な思いを打ち消すの

である。

ＮＣ,flyｍｅ,Ｈｙｍｅ１ｆａｒａｓＰｏｌｅｆｍｍＰｏｌｅ； 

RiseAlpsbetweenus1andwholeoceansroll1 

Ahcomenot,writenot,thinknotonceofme， 

NorshareonepangofalllfeltfOrthee． 

(289-92） 

いいや違う、私から逃げて、私から離れて１両極の間ほど遠くに、

アルプスが二人の間に饗え立つ！あらゆる海洋がうねり回る！

ああ来ないで、書かないで、私のことを一度たりとも考えないで、

なんじのための我が煩悩を、－つでも共有することがないように。

エロイーザはアベラードのことを諦めようと努力している。アベラードとの愛の

誓いをなかったものにし、アベラードとの思い出も捨て去ろうと決心するのであ

る。

エロイーザは自分のことを忘れてくれるようにアベラードに頼んでおり、さら

にどんなものでも自分に関係するものは憎んでくれるように、アベラードに訴え

かけている。ここには可`憐な乙女心が感じられ、自分のことを諦めるようにと言

葉では言っているとしても、アベラードのことを諦めきれないエロイーザの哀れ

な気持が、波紋のようにますます大きく読者に伝わってくるのである。

眠りについたエロイーザは、本性だけではなく魂も自由になり、アベラードを

見、声を聞き、愛の激`情に溺れてアベラードを抱擁している夢を見る。その夢か

ら覚めたエロイーザは、アベラードの幻が自分から逃げていくのを感じるのであ

る。大声で呼んでもエロイーザの言葉に耳を貸さず、音もなく離れ去ってしまう。

－２８５－ 
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「その幻は私から逃げる、あなたと同じように不人'情なのです」（236行）とエ

ロイーザは、幻のつれない素振りに不満を述べている。エロイーザのエロティッ

クな求愛をアベラードが受け入れることはないのだ。

エロイーザの欲望は消滅していく。アベラードとエロイーザが愛の激情に溺れ

ることはもうない、とエロイーザ自身自覚しているのである。

4．エロイーザの純粋な愛

アベラードの幻を見、声を聞き、愛に狂ったようなエロイーザに、天使たちは

震え回るのであるが、エロイーザが自省と自責の念に襲われ、神に助けを求めて

－人苦しんでいると、神の恩寵が現れ出すのだ。

Whileprostratehereinhumblegriefllie， 

Kind,virtuousdropsjustgath'ringinmyeye， 

Whilepraying,trembling,inthedustlroll， 

Ａｎｄdawninggraceisopeningonmysoul．． 

(277-80） 

ここで打ちのめされ、謙虚な悲嘆で私は横たわり、

感謝の力強い涙が目にたまるのです、

お祈りをし、震えながら、私は屈辱を受け転がり回る、

すると、現れ始めた恩寵が我が魂に見えてくるのです．…

しかし、エロイーザはこの恩寵をすぐに受け入れることはなく、またもやアベ

ラードのことを思ってしまう。魅惑的なアベラードを挑発するように、神に逆

らっても自分のもとに来てくれるようにエロイーザは訴える。寄せては返す波の

如く、エロイーザの心は、神とアベラードの間を揺れ動いているが、しだいに神

に近付いていくのが分かるのである。それは、エロイーザが理性的になり、神に

救いを求める心の描写が、徐々に大きく、強くなっていくからだ。

－２８６－ 
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エロイーザが打ちのめされ、一人で力なく横たわっていると、聖なる乙女の声

が聞こえてくる。その声はエロイーザに差し延べられる救いの手である。

Oncelikethyself,Itrembledwept,andpray，｡， 

Love,svictimthen,thohowasaintedmaid: 

Butalliscalminthiseternalsleep； 

HeregrieffOrgetstogroan,andlovetoweep， 

Ev，nsuperstitionlosesev，ryfear： 

ForGod,notman,absolvesourfmiltieshere． 

(311-16） 

私もかつてはなんじのように、震え、涙し、お祈りをしました、

当時は愛の犠牲者、今は聖なる乙女、

ここ永遠の眠りではすべては平穏で、

悲嘆はうめくことを、そして愛は涙することを忘れ、

迷信さえあらゆる恐」怖を失うのです、

というのは、ここでは人間ではなく神が我らの心の弱さを許すからです。

この聖なる乙女は、かつて愛の激情に溺れていた女性である。彼女は過去の自分

の姿を現在のエロイーザの中に見ているのだ。その聖なる乙女は自分のいる神聖

な場所に来るように、エロイーザを誘っている。そこは、美しい花が咲いており、

愛の罪人が苦悩することなく、いつも心を平静に保つことができる、そんな場所

なのである。

そこでは「愛は涙することを忘れ」ると言っている。ここで重要なことは、そ

の聖なる乙女は「愛を忘れる」「愛が無くなってしまう」とは言っていないこと

である。「愛は涙することを忘れ」ると言っているのである。つまり、愛におけ

る驚喜や苦痛、'憧れや落胆などの情火により、泣くことがないということである。

愛に溺れ自己を忘れることがなくなる、と言っているのであり、２人の愛が存在

しなくなるという意味では決してないのである。

エロイーザはそこに行こうと決心する。そして自分がそこに行けるように準備
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してくれるように頼むのである。

エロイーザにとってアベラードは唯一の男性であった。２人は愛し合い、現実

に子供までもうけた仲であった。神に誓いをし修道女になったのも、アベラード

の勧めにエロイーザは黙って従ったからである。エロイーザにとってアベラード

は「我が父、兄、夫、友」（152行）の存在であった。また、エロイーザが暮ら

すようになるパラクリート修道院は、アベラードが荒野の中に建てた修道院で

あった。７１それは「敬神だけが建てることができ／神への賛美が響くだけのよう

な質素な家」（139-40行）かもしれないが、エロイーザにとっては楽園なので

ある。

エロイーザの死の儀式はアベラードが執り行うようになっている。最期の儀式

を執り行ってもらいたいと、エロイーザはアベラードに頼むのである。アベラー

ドは聖なる法衣に身を包み、エロイーザの目の前に十字架を差し出す。一瞬、エ

ロイーザはアベラードに向かって「最期の我が息を吸い、飛びゆく我が魂を捕ま

えて」（324行）と希望するのであるが、すぐにその愛の残り火を打ち消し、死を

受け入れるのである。

SeefrommycheekthetransientrosesHy1 

Seethelastsparklelanguishinmyeye1 

Tillev，Ⅳmotion,pulse,andbreath,ｂｅｏ，er； 

Ａｎｄｅｖ，ｎｍｙＡｂｅＺａＩ１ｄｂｅｌｏｖ，dnomore 

Odeathall-eloquent1youonlyprove 

Whatdustwedoaton,ｗｈｅｎ'tismanwelove． 

(331-36） 

移るいやすいばら色が頬から消えゆくのを見て下さい１

最後の輝きが私の目の中で衰えゆくのを見て下さい１

－つ一つのしぐさ、鼓動、呼吸が止まり、

私のアベラードでさえ、もはや愛されなくなるまで。

ああまったく雄弁な死よ！お前はただ証明するのみ、

我らが愛するのが人間である時、どんな塵泥を溺愛しているのか、と。

－２８８－ 
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エロイーザは自分の死をアベラードに見届けてもらいたいと願っている。それが

死にゆくエロイーザが最後に希望する愛情の表現なのである。「その時には、私

をじっと見つめても罪になることはないでしょう」（330行）と言うエロイーザ

の言葉には、愛がまだ心の中にあることがわかるのだが、それまでの激情に浸り

きった愛とは全く違うものである。穏和な愛であり、恋人のことに大きな配慮を

払う慈愛である。「感'情」と「理性」が共存しているようにも感じられる愛であ

る。

死がエロイーザの問題の解決になっているかどうかということについては、批

評家によってさまざまな意見がある。Ｈ１死がエロイーザの心の葛藤を解決してい

る、という意見もあれば、解決策にはなっていない、というものもある。しかし、

死が解決策になっているかいないかという問題は、あまり大きな問題ではないよ

うに思える。死という一瞬の出来事よりも、死に至るまでのエロイーザの愛の過

程のほうが、大きな意味を持っていると思われるのである。

「死、死だけが、永遠の鎖をゆるめることができるのです」（173行）と言う

エロイーザは、アベラードのためにすべてを我慢し、自分の愛を心の奥深く包み

込み、忍耐して死を待つ以外に生きる方法がない境遇であることを十分に自覚し

ているのである。

死によって、燃える炎に悶える愛はもはや存在しなくなる。激情的に高まりを

みせる愛ではない。死によっても残っている愛とは、魂と魂が交流を図り、その

２つの魂が１つになるような愛である。それは肉体の死によって消滅するような

愛ではないのだ。

エピローグの中で、エロイーザは死後アベラードと同じ墓に入ることを望んで

いる。

Mayonekindgraveuniteeachhaplesｓｎａｍｅ， 

Andgraftmyloveimmortalonthyfaｍｅ． 

(343-44） 

願わくば－つの'情け深い墓が二人の幸薄い名前を一つにし、

なんじの名声に我が永遠の愛を付け加えんことを。

－２８９－ 
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愛を最後まで抱き続けているエロイーザには、アベラードと同じ墓に入りたい

という願望がある。これは愛を貫き通すというエロイーザの決意であり、愛以外

のもの、経済的なことや社会的なことには目もくれず、愛一筋に生きたいという

エロイーザの切なく悲しい望みなのである。これは死んだ後のことを、生きてい

るエロイーザが望んでいるのである。９）

アベラードに最期を看取られて、死の儀式をしてもらう時には、エロイーザの

心はとても穏やかになっており、死を見守っているアベラードの側には、神がい

るのであろう。

エロイーザはけっしてアベラードとの愛を捨て去ってしまったわけではない。

愛の激情はなくなってしまったが、より純化された愛に昇華し汀精神的な愛とし

て存在し続けるのである。まさにエロイーザは自分の愛を貫き通しているのであ

る。

5．むすび

『エロイーザからアベラードヘ』という作品におけるエロイーザの愛の純粋性

は、愛以外のものを求めることのないひたむきな愛であることだ。その一途な愛

は最後まで変わることなく、エロイーザの心の中に生き続けている。

愛人になりたいというエロイーザの心は、結婚に付随する富、名誉、名声など

の経済的または社会的なものを、自分の愛とは無縁のものと考えているためであ

る。愛人になりたいという思いは、アベラードとの愛だけを求めたい、というこ

との結果だったのである。

その愛は時には肉欲的になり、エロティックな空想でエロイーザを狂わすこと

もある。エロイーザが愛に溺れ自分の欲望を前面に出していても、それは長く続

くことはない。すぐにエロイーザの心に反省が起こり、自分の激`情を抑えようと

努力している。感』情と理`性が作品の中で交互に現れながら、エロイーザの愛は

徐々に変化し、肉欲的な欲望が愛から消えていく。純化された愛へと昇華してい

く。そして、落ち着いた愛に変わっていくのである。

その愛は激しく燃える炎から永遠の愛の浄火へと変化し、そして、恩寵が現れ

出す。徐々にではあるが、エロイーザの心の中で、神とアベラードとの対立関係
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がなくなっていく。神への愛とアベラードヘの愛が共存していくと言ってもよい

であろう。

エロイーザの愛は純粋な愛である。アベラードに寄せる一途な愛である。アベ

ラードを唯一の人と思い、どこまでもアベラードを恋い慕うエロイーザの純真な

愛なのである。

その愛はもともとエロイーザの心に抱かれている愛ではあるが、その愛が純化

された愛へと変貌をみせるのに、女子修道院での生活が大きな影響力を持ってい

ることは疑う余地はない。そこには神に近づくエロイーザがいるのである。神の

花嫁になった境遇と厳格な修道生活が、エロイーザから俗世の欲を消し去り、肉

体の欲も消滅させてくれるのである。それらとの決別があって始めて、エロイー

ザの愛は純粋な愛へと昇華するのである。

エロイーザの愛の純粋性は、エロイーザ自身の純粋さが根底にあるのは当然の

ことだが、世俗的願望や肉体的欲望との決別から生まれたものなのである。

注

ｌ） 『ブリタニカ国際大百科事典』ティビーエス・ブリタニカ、1975年、第１
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石川

AﾉDxandCrPbpe,edGeoffreyTillotson,London:Methuen&CoLtd,1972, 

11,pp295-6・

E7bjS2tDAbeAmﾌﾞの引用はすべてJohnButt編（1968）による。

『アベラールとエロイーズ」の第一書簡の中で、アベラールはエロイーズ

のことを次のように述べている。「妻と呼ばれるより愛人と呼ばれる方が

彼女にとってどんなに望ましく、私にとってもどんなに立派であろうとも

附け加えた。彼女は私を結婚という鎖で無理やり彼女にしばりつけるので

なく、ただただ愛情によって彼女のものにしておきたかったのである。」

32ページ参照。

GeofffeyTillotson，“APPＥＮＤⅨＩｏｆＥＬＯＩＳＡＡＮＤＡＢＥＬＡＲＤ,ABAILARD 

ANDHELOISE"in7】hePbemsofAノゼxanderPbpe,edGeofh･eyTillotson,

London:Methuen＆ＣＯ・ltd,1972,11,pp411-13・

DonaldBClark,Ａｂ【anderPbpe,NewYork:TWaynePublishers,Inc.,

1967,ｐ６７．Clarkは死がエロイーザの心の葛藤の唯一の解決策になってい

ると言っている。RebeccaPriceParkin,乃ePbelhibWmmanshjoofAﾉExan伽

Pbpe,NewYork:OctagonBooks,1974,ｐ､７３．Parkｉｎは死はこの世での彼

女の苦悩を終わらせているだけで、心の葛藤の解決にはなっていないと述

べている。

この望みは現実に叶えられ、二人は死後同じ墓に埋葬されたのである。

『アベラールとエロイーズ」参照。
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